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舞い散る枯れ葉や冷たい風に冬の訪れを感じます。今年も残すところあと１か月になりました。 

さて、いよいよ明後日は作品展☆子どもたちは楽しみながら一生懸命制作に取り組んでいました。

アイデアとがんばりが詰まった作品を、お家の方に見て褒めてもらえることは、子どもたちのさら

なる自信につながります。お子さまと一緒に作品を見ながら、じっくりお話していっぱい褒めてあ

げてくださいね。 

 

 

 

 

 

  

「ヘリコプターペアレント」って？ 

 

「ヘリコプターペアレント」という言葉をご存じでしょうか？「子どもが傷つかないようにした

い」という思いから、子どものやることに必要以上に口を出したり、行動を制限したりする、「過

保護」や「過干渉」と同じ意味で使われる言葉です。子どもを大事に思うあまり、ついつい先回り

をしてお手伝いをしてしまうことはありませんか？困難なことや失敗を遠ざけ、子どもを守ろうと

することは、子どもが自主的に行動したり、決断したり、考えたりするような経験を奪うことにも

なります。「失敗は成功のもと」ということわざがあるように、失敗したときに、「なぜ失敗したの

か」「どうしたら乗り越えられるのか」「次失敗しないためにどうしたら良いか」を考えることで、

子どもたちはたくさん学び、次への成功の鍵を得ることができます。だからこそ、失敗することが

目に見えていてもそれが危険なことでなければやらせてあげることが大切です。愛情表現の方法は

「尽くす」だけではありません。子どもたちが成功や失敗したときに一緒に喜んだり悲しんだり、

「大好きだよ」と伝えたり、抱きしめてあげる…。そういった方法で、愛情を与えていきたいです

ね。 

また、子どもに決断する機会をたくさん作ってあげましょう。そのためには、子どものことを信

じて任せるという勇気が必要です。まずは「着る服を自分で選ぶ」「絵本を子どもが決める」「夕飯

のおかずを考えてもらう」など、簡単なことで OK です。大事なのは、子どもが決めたことに口を

出したりしないこと。親の希望と違っていても、受け入れてあげてください。日々の小さな積み重

ねが、いずれ大きな決断をするときの力になります。 

園でも、先生の指示ではなく、「今は、どうしたらいいのか」と自分で考えられるようにしたり、

「どんなことをしたいのか」とクラスのみんなで話し合う機会を設けたりと、子ども自身の主体性

を大切にしています。ご家庭でも、手を出したり、先回りしたりせず、温かいまなざしで子どもた

ちを見守ってみませんか？きっとその先には子どもたちの大きな成長が待っているでしょう。 

 

～ １２月の目標 ～ 

・戸外遊びを通して寒さに負けない丈夫な身体をつくる。 

・年末年始に向け身の回りをきれいにし、新しい年を迎える準備をする。 

 

 

 

 

 

園 だ よ り 


